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� 結果報告書先進建設・防災・減災技術フェアin熊本2021�

主催者あいさつ

　自然災害からの復旧・復興と豊かで安全・安心な社会基盤構築の実現

を目指し、幅広い産業分野における防災・減災・BCPの構築と災害発生

時の広域連携の推進を図ることを目的とした「先進建設・防災・減災技

術フェア in 熊本 2021」を開催いたしました。

　当日は好天に恵まれ、同時開催しました「人流・物流生産性向上フェ

ア in 熊本」と合わせて、５千名を超す多くの皆様に御来場いただき、

盛況のうちに終了することができました。これもひとえに御出展をいた

だきました皆様を始め、御後援をいただきました関係機関・団体の皆様

方の御協力によるものと心より御礼申し上げます。

　本フェアでは、創造的復興が進む施工現場に活かす建設技術・サービ

ス及び防災力の向上と幅広い分野のBCPに寄与する製品・サービス・技

術などを幅広く展示紹介いたしました。

　また、併催行事として、防災・減災をテーマとした様々な講演会や企

業のBCP関連セミナーも開催いたしました。

　本フェアを通じ、異分野での技術連携や最新建設技術導入の促進、こ

れまでの教訓を活かした災害への事前対策の御提案や、地域の皆様方の

防災意識高揚へのお手伝いができたのではないかと思っております。

　今年も全国各地で地震、台風、豪雨など、甚大な被害をもたらす自然

災害が相次いで発生しております。本フェアで御紹介することができた

技術や知識などが、助けを必要とする被災地の復興や災害防止に活用さ

れ、皆様のお役に立てることを祈念いたします。

令和３年　12月吉日

「先進建設・防災・減災技術フェアin熊本2021」開催委員会

委員長 （熊本県知事） 蒲 島 郁 夫

主催者あいさつ

　令和３年11月24日から25日の２日間にわたり、地域における防災対策

及び幅広い産業分野における減災対策を推進し、強靭な社会インフラ整

備と広域連携を図ることを目的に、グランメッセ熊本（熊本県上益城郡

益城町）にて「先進建設・防災・減災技術フェアin熊本2021」を開催い

たしました。

　本フェアには、県内外より多くの方々にご来場いただき、盛況のうち

に無事終了することができました。これもひとえにご出展並びにご来場

いただきました皆様をはじめ、関係機関の方々の多大なるご支援とご協

力の賜物であると、心より感謝申し上げます。

　さて、本フェアでは、同時開催の「人流・物流生産性向上フェアin熊

本」と合わせて179社・団体にご出展をいただき、地震・豪雨・土砂災

害など激甚化する自然災害発生時に活かす製品や人流・物流の省力化、

生産性の向上に繋がる新技術・製品・サービスなど、多岐にわたり展示・

紹介いたしました。

　また、各専門分野から講師を迎え、防災・減災に関する最新の技術講

演会やセミナーを開催し、多くの方々に災害対応の実例や防災・減災技

術等を広くお伝えすることができたものと考えております。

　本市におきましても、引き続き、熊本地震の経験と教訓を活かした災

害に強いまちづくりを進めてまいりたいと考えておりますので、皆様方

におかれましては、なお一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げ

ます。

　結びに、本フェアの開催にご協力をいただきました関係者の皆様に改

めまして御礼申し上げますとともに、皆様の今後ますますのご発展とご

健勝を心から祈念申し上げ、ご挨拶といたします。

令和３年　12月吉日

「先進建設・防災・減災技術フェアin熊本2021」開催委員会

副委員長（熊本市長） 大 西 一 史
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開催概要 開会式 11月24日（水）9:30～10：00

【来賓】
国土交通省九州地方整備局　企画部長� 森下 博之
農林水産省九州農政局　地方参事官� 松岡 伸一
自衛隊熊本地方協力本部　本部長� 𣘺本 　賦
衆議院議員　坂本　哲志　代理　熊本事務所　所長� 山田 一心
人吉市　市長� 松岡 隼人
益城町　町長� 西村 博則
株式会社肥後銀行　代表取締役副頭取� 山木 　仁
国立大学法人熊本大学　学長� 小川 久雄
一般社団法人熊本県建設業協会　会長� 土井 　建

【主催】
熊本県　商工労働部　政策審議監� 上田 哲也
熊本市　経済観光局長� 田上 聖子
一般社団法人地域産業活性協会　代表理事� 水谷 章夫

【共催】
グランメッセ熊本指定管理者�熊本産業文化振興株式会社�代表取締役� 入杉 三久

【スペシャルゲスト】
熊本県　営業部長兼しあわせ部長� く ま モ ン

登壇者登壇者（敬称略）（敬称略）

協力 :日本赤十字社熊本県支部協力 : 熊本県

●特殊医療救護車両などの展示●燃料電池車両FCVの展示●九州地方整備局の災害対応についてのパネル展示

●自動運転タイプフォークリフトの展示

協力 : 益城町協力 : 肥後銀行 協力：トヨタL&F熊本㈱

●移動ATM【ハモニカー】の展示

協力：陸上自衛隊

●CPD・CPDS単位認定

協力：陸上自衛隊

●自衛隊の特殊車両・災害救助装備品などの展示●電気自動車の展示

●益城町現地案内（巡回バス）

協力 : 熊本市

協力 : 国土交通省九州地方整備局

協力 : 熊本市

●電気バスの展示

企画展示・併催行事

先進建設 ・ 防災・減災技術フェア in 熊本 2021 
 企画展  人流・物流 生産性向上フェア in 熊本

■開催期間 2021年11月�24日（水）10:00～17:00�

25日（木）10:00～16:00

■会　　場 グランメッセ熊本（熊本県上益城郡益城町福富1010／TEL：096-286-8000）

■主　　催 先進建設・防災・減災技術フェアin熊本2021開催委員会

【構成：熊本県・熊本市・一般社団法人地域産業活性協会】

■共　　催 グランメッセ熊本　指定管理者　熊本産業文化振興株式会社

■後　　援 国土交通省九州地方整備局、農林水産省九州農政局、経済産業省九州経済産業局、福岡県、佐賀県、長崎県、

大分県、宮崎県、鹿児島県、熊本県市長会、熊本県町村会、日本赤十字社熊本県支部、熊本大学、（一社）九州

経済連合会、（一社）日本建設業連合会九州支部、（一社）日本道路建設業協会九州支部、九州建設業協会、（一

社）プレストレスト・コンクリート建設業協会九州支部、（一社）日本橋梁建設協会九州事務所、（一社）全国特定

法面保護協会九州地方支部、（一社）九州建設技術管理協会、（一社）九州地方計画協会、（一社）九州地域づく

り協会、（一社）建設コンサルタンツ協会九州支部、（一社）日本埋立浚渫協会九州支部、（一社）全日本建設技

術協会九州地区連合会、（一社）日本建設機械施工協会九州支部、（一社）日本免震構造協会、（一社）全国測量

設計業協会連合会九州地区協議会、（特非）九州コンクリート製品協会、（一社）熊本県建設業協会、全国消防

長会、（一財）日本防火・危機管理促進協会、（公社）全国防災協会、（公財）日本消防協会、（一社）日本消防ポ

ンプ協会、（公社）土木学会西部支部、（公社）地盤工学会九州支部、（一社）日本建築学会九州支部、（公社）日

本技術士会九州本部、（一財）日本建築防災協会、（一社）斜面防災対策技術協会九州支部、（公社）日本コンク

リート工学会九州支部、（一社）九州橋梁・構造工学研究会、（公社）日本地理学会、（公社）日本地震学会、（公社）

日本地震工学会、（公社）日本地すべり学会九州支部、日本自然災害学会、（一社）日本応用地質学会九州支部、

（公社）日本気象学会九州支部、（一社）地盤品質判定士会、（公社）熊本県トラック協会、熊本日日新聞社、

NHK熊本放送局、熊本放送、テレビ熊本、熊本県民テレビ、熊本朝日放送、（株）九建日報社、（一財）建設物

価調査会九州支部、（株）日刊建設工業新聞社九州支社、（一社）大学コンソーシアム熊本、（株）肥後銀行、（一

社）レジリエンスジャパン推進協議会　（順不同）

■出展規模 179社・団体　324小間

■入 場 料 無料（登録制）

■来場者数 5,706人 11月24日（水） 3,319人 ☀� 晴
11月25日（木） 2,387人 ☀� 晴

※開催委員長（熊本県知事）蒲島郁夫は、会場オープン後の�
10 :10～�会場内を観覧しました。
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先進建設・防災・減災技術フェア�in�熊本�2021

A 生産性向上を促す�i-Construction関連フェア
A01（一社）九州地方計画協会
A02 ㈱シビルウェブ
A03 ㈱フォーラムエイト
A04 CLIMAX
A05 エコモット㈱
A06 ㈱ホーシン　九州支店
A07 ㈱カクマル
A08 ㈱加藤建設　九州営業所
A09 ㈱大林組　九州支店
A10 大成建設㈱　九州支店
A11 鹿島建設㈱　九州支店
A12 ㈱ワイビーエム�
A13 ㈱アイエステー
A14（一財）熊本県ドローン技術振興協会
A15 国際技術コンサルタント㈱
A16 ㈱島内エンジニア
A17 ㈱Jシステム
A18 KANEKO重機㈱／㈱AKT�ConsTec�
A19 ライト工業㈱　九州統括支店�
A21（一財）建設物価調査会
A22 ㈱ヤマックス
A23 エポコラム協会　九州支部
B 設計・施工
B01 ジオスター㈱　九州支店�
B02 日鉄パイプライン&エンジニアリング㈱
B03 日鉄エンジニアリング㈱
B04 日鉄ステンレス㈱
B05 日本製鉄㈱
B06 GIコラム研究会
B07 日本スピードショア㈱
B08 東亜通信工材㈱
B09 景観壁体研究会
B10 ㈱ガイアート　九州支店
B11 太洋基礎工業㈱�
B12 協同組合Masters�GEOTETS工法研究会�
B14 ㈱サイエンス
B15 くまもと県産材振興会
B16 ㈱小島組
B17トミナガコーポレーション㈱
B18 ㈱熊本ヤマウ
B19 ガラス発泡資材事業協同組合
S10 古河ユニック㈱／ユニック九州販売㈱
C 維持管理・予防保全・環境（リサイクル）
C01 旭化成エヌエスエネルギー㈱／旭化成アドバンス㈱
C02 日本躯体処理㈱�
C03 三重塗料㈱�
C04（一財）港湾空港総合技術センター
C05 パルテム技術協会　九州支部
C06 クリスタルライニング工法協会
C07 日本スナップロック協会
C08 宇部工業㈱
C09 日本SPR工法協会　九州支部熊本分会
C10 日之出水道機器㈱
C11 ㈱太平洋コンサルタント　福岡営業所
C12 大同塗料㈱
C13 ㈱環境新聞社

C22 国土防災技術㈱　九州支社
C23 ㈱カナサシテクノサービス
C24 西日本高速道路エンジニアリング九州㈱
S02 管清工業㈱
S03 アーマライニングス㈱
D 防災・災害対応・安全対策
D01 日鉄建材㈱　九州支店
D02 昭和コンクリート工業㈱�
D03（一社）セメント協会
D04 PAN　WALL工法協会
D05 フリー工業㈱
D06
S05 ㈱ワン・ステップ�

D07 ㈱エムオーテック　福岡支店
D08 東亜グラウト工業㈱　九州支店
D09 Geo　BANK工法研究会
D10 ㈱イマギイレ
D11 旭化成アドバンス㈱
D12 ㈱シーテック
D13 KJS協会／アンカー補修協会／NMアンカー協会
D14 ㈱新井組
D15 タキゲン製造㈱
D16 ㈱アネシス
D17 アストロデザイン㈱
D18 西日本技術開発㈱
D19 ダイヤテックス㈱
D20 開成工業㈱
D21 東興ジオテック㈱　九州支店
D22 RBPウォール工法協会�
D23 ㈱エス・アイ・シー
D24 ㈱ダイカ　九州支店
D25（国研）土木研究所
D26 共和コンクリート工業㈱
D27 ㈱レンタルのニッケン
D28（特非）九州コンクリート製品協会
D29（一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会　九州支部
D30 ㈱松瀬商会
D31 不二高圧コンクリート㈱
D32 ㈱クリエイター�
S07 北越工業㈱
E 地震・地盤対策
E01 高原木材㈱
E02 オイレス工業㈱
F 防災衣・食・住・感染症対策フェア
F01 スワン㈱
F02 ㈱サクシス
F03 マルキ㈱
F04 ピュアエイチ㈱
F05 ㈱サイテックス
F07 ㈱ツインパワー
F08 フューロジック㈱
G 津波・風水害・噴火対策・国・自治体等
G02 熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター　減災型社会システム部門
G03 農林水産省　九州農政局
G04 人吉市
G05 益城町役場
G06 日本赤十字社　熊本県支部
G07（公社）日本技術士会　九州本部
G08 国土交通省　九州地方整備局

G09
S12 熊本市

G10 熊本県
G11（公財）阿蘇火山博物館
G13
S13 陸上自衛隊

S11 ㈱肥後銀行
H 避難・備蓄・火災・救助対策
H01 古河電気工業㈱

H02（公財）高知県産業振興センター／高知トップ教材／�㈲四国浄管／㈱マシュール／㈲丸英製紙／㈱海昌
H03 ㈱ウッドプラスチックテクノロジー
H04 東洋コルク㈱
H05（一社）地盤品質判定士会
H06 ㈱KEiKAコーポレーション�
H07 玉鳥産業㈱
H08 ㈱イーズ
H09 藤井電工㈱
H10 太陽工業㈱
H11 ㈱オガタ装建
H12 熊本市男女共同参画センターはあもにい
S06 アクティブデザイン㈱
S08 エアーストレッチャー㈱
S09 島田商事㈱
I BCP・IT-BCP
I01 芝浦電子工業㈱�
I02 ㈱ナヴィック
I03 金剛㈱
I04
S01 トヨタ自動車九州㈱

I05 あいおいニッセイ同和損害保険㈱�
I06 東西商事㈱
I07 東京海上日動火災保険㈱
S04 ㈱EVモーターズ・ジャパン
J 研究・技術シリーズ
J01（一社）日本応用地質学会　九州支部
J02 熊本高等専門学校　八代キャンパス

�企画展��人流・物流�生産性向上フェア�in�熊本

K 「物流」の省力化・生産向上に寄与する製品・技術・サービス
K01 九州旅客鉄道㈱　熊本支社
K02 松木運輸㈱
K03 TBグローバルテクノロジーズ㈱
K04 ACS㈱
K05 協和電機化学㈱
K06 日本通運㈱　熊本支店
K07 ㈱ロボテック
K08トヨタL&F熊本㈱
K09 J&T環境㈱
K10 ㈱サンコー
K11 ㈱ネクスト
L 産業・観光分野の「人流」を促す製品・技術・サービス
L01 くま川鉄道㈱
L02 肥薩おれんじ鉄道㈱
L03 天草エアライン㈱
L04 熊本国際空港㈱
L05（一社）人吉温泉観光協会
L06 球磨焼酎酒造組合／㈲林酒造場
L07（一社）人吉球磨観光地域づくり協議会

�＝�出展者ワークショップを行いました

C14 ㈱P・C・Gビルテック
C15 ㈱エスイー　九州支店
C16 ラバファルト㈱
C17（一社）IPH工法協会
C18 アウトプレート工法研究会
C19 STKネット工法研究会
C20 山王㈱
C21（一社）コンクリートひび割れ補修・圧力調整注入工法協会
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出展目的 来場者数について

総合評価 次回展の出展について 出展者所在地の地域別

出展目的の達成度

その他
9%

製品の販売 2%
企業イメージの
向上 3%

新製品の発表 12%

ユーザーニーズの
把握 4%

製品PR 70%

期待はずれ
8%

期待どおり
81%

期待以上
11% 少ない

23%

普通 44%

多い 30%

九州・沖縄 64％
関東 17％

関西 ７％

非常に多い
2%

東北・北海道
２％

非常に少ない
1%

不満
3%

非常に不満
0%

普通 24%

満足している
61%

非常に満足
している 12% わからない

7%

検討する
32%

前向きに検討
34%

出展する
26%

中国・四国 ５％
中部 ５％出展しない

1%

※申込書記載の�
所在地に基づく

ご覧になっての感想 業種

役職比率 地域別

この展示会は何で知りましたか

主催者
からの案内

２3％

テレビ・ラジオニュース 4％ その他
10％

出展者
からの案内

２9％

インターネット検索
１2％

ポスター・チラシ ７％

関連団体
からの案内

１5％

建設・土木
23%

製造業・メーカー
20%

官公庁
17%

運輸・流通・サービス
14%

学術・研究 1%

一般
7%

建設・調査・
コンサルタント

13%

来場する 100％

来場しない 0％

熊本県 54%

福岡県
22%

佐賀 4%
大分 4%

関東 4%
宮崎 2% 中部 2%

長崎 1%
関西 1%

その他 1%

鹿児島 5%

社長・役員
14%

部長・次長
22%

係長・主任
15%

主事 3%

その他 32%

課長
14%

大変役に立った
42％

役に立った
53％

普通
５％

あまり役に立たなかった ０％
役に立たなかった ０％

食品・農林水産業 1%
ライフライン  4%

来年開催しましたら、ご来場いただけますか

� 結果報告書先進建設・防災・減災技術フェアin熊本2021�

来場者アンケート 出展者アンケート

・もう少し休憩スペースを多めに増やしたほうが良い。 ・新技術を活用していくためにも、熊本で継続開催してほしい。
・講話を5回聴講し大変勉強になりました。継続開催を希望します。 ・規模が大きく見て回る時間が足りなかった。もっとゆっくり見たかった。
・土木専門だが非常に勉強になった。大々的な展示会でびっくりした。 ・インフラ対策・復旧に向けた対応への取り組みが良く分かった。
・是非継続開催を！頑張ってください。 ・防災やインフラ整備に先進技術が活用されているイメージが良く分かった。
・斬新な先端技術が紹介され、体験できて本当に勉強になった。 ・防災・減災は重要な関心事項です。今後も継続開催してほしい。
・�出展技術のレベルの高さに敬意を表します。災害の復旧・復興に是非役
立てていただきたい。

・出展ブースが多く、最新の技術動向が分かり、為になった。
・�久しぶりにリアルな展示会に参加することができて、出展物を実際に見ら
れて良かった。・�自治会役員をしているが、トイレパーテーションの購入を検討していた

ので、大変参考になった。 ・開会式に知事、市長が参加できなかったのは残念。
・全体スペースと通路も広くレイアウトされ、コロナ対策にも配慮されていて良かった。・とても大切な展示会です。長く続けてください。
・�希望する講演が重複してたため、参加できない講演の資料などがいただ
けると幸いです。

・線状降水帯についての事を深く知り、学ぶことができた。
・自分の知らない知識を沢山知れて良かった、更に出展社数が多くなって欲しい。

・講演会の内容をメモする為にも、講演会場のテーブル席を増やしてほしい。・様々な建設技術と防災技術を知る良い機会になりました。
・沢山の災害から身を守ることができる道具があることを知った。 ・知らない技術や製品が多く展示され、説明も分かり易くとても勉強になった。
・毎回参加してます。毎回とても参考になり勉強になります。ぜひ継続を！・今まで知らなかった事や普段触れることができない出展物もあったので役にたった。
・企業の技術展示も講演会もどれもが素晴らしかった。 ・自然災害が多発する近年、この展示会が発展することを希望します。

・�コロナ禍、一年準備されてきた主催者には感謝します。今後も九州一の
建設技術展を続けていただきたい。
・自社製品、工法を多くのお客様に認知いただくことができた。
・被災が続く熊本で開催され、被災者のリアルな声を聞くことができた。
・�予想以上のブース来訪者で用意したアンケート等が不足し、翌日分を追
加した。防災・減災への関心の高さが伺えた。また、一般の方から話を
聞くことができ、専門家からの支援やアウトリーチの重要性を再確認した。
・�会場レイアウトや換気など他の展示会と比較して感染症対策が行き届いて
いるように思った。前回出展よりもブースへの来訪があり、多くのリード
客を獲得できた。
・当社の防災・減災への取組、技術・実績をアピールできた。
・新規の取引先が、複数社できそうである。
・�CPD・CPDS単位認定があり、ターゲット層である技術者の来場を見込
み出展を決めたが、目論見通りに熊本のユーザー層が来場された。
・�初出展で準備と展示が十分にできなかったが、良い経験となり、今後の
出展に活かしたい。地元熊本から多様な業種の方が来られたことが驚き。
開催告知・案内の発信を各所にしていると伺えた。
・人流物流生産性向上フェアは、規模を拡大し、出展者を確保して欲しい。

・�出展者の技術プレゼンの場であるワークショップの発表時間を短くし、発
表枠の数を増やして欲しい。
・�今後の担い手確保のためにも幅広く広報を行い、学生等の招待について
検討いただけると有難い。
・�毎年出展しているが、技術訴求の良い機会になっていると思う。
・�自然災害に対する防災・減災対策は、すべての業種に必要であり、多く
の業種の方が来場しやすいフェアにして欲しい。
・�平日開催で参加が難しい方がいらっしゃると思うので、告知を幅広くして、ホー
ムページの出展者情報や講演会情報等の情報共有が広がれば良いと思う。
・�高校生の見学もあった様だが、学生さんや市民の方々の参加がもっと増
えることを期待したい。
・�技術専門展としてのイベントではありますが、防災・減災というテーマで
幅広く知識を得られ学ぶ、良い機会になるかと思う。
・�高等専門学校生や大学生等の専門分野に関わる若い方々に、もっと来場
されて展示物に触れていただきたいと思った。
・�防災・減災に関わる自治体の取組み等、熊本のみならず九州全体の各県
などに声掛けし、ソフトとハード両面からの展示・紹介の場としたら良い
と思う。
・�例えばガイドツアーを企画して、学生に向けた情報発信する場を設けて
はどうか。出展者も色々な発信ができるので喜ばれるのではと思う。

出展者コメント（抜粋）来場者コメント（抜粋）
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� 結果報告書先進建設・防災・減災技術フェアin熊本2021�

24
日
㈬

1 令和２年７月豪雨災害の概要と未来型復興に向けて 人吉市 市長 松岡 隼人氏

2 自衛隊の災害派遣活動について
協力：陸上自衛隊

自衛隊熊本地方協力本部　本部長 𣘺本　 賦氏

3

災害に強い社会を実現する土木研究所新技術
協力：国立研究開発法人　土木研究所

　水害対応ヒヤリ・ハット事例集（地方自治体編） （国研）土木研究所ICHARM　主任研究員 大原 美保氏

　地すべり災害対応のBIM/CIMモデル
　既設アンカー緊張力モニタリングシステム（Aki-Mos） （国研）土木研究所 土砂管理研究グループ 地すべりチーム 上席研究員 杉本 宏之氏

　大変位対応型孔内傾斜計

4 令和２年７月豪雨（球磨川等）のTEC-FORCE隊員の取組 国土交通省九州地方整備局　総括防災調整官 吉村 俊一氏

5 過去の事例から学ぶBCPとそのポイント
協力：あいおいニッセイ同和損害保険㈱

MS＆ADインターリスク総研㈱ リスクマネジメント第４部
事業継続マネジメント 第二グループ コンサルタント 額賀 大彬氏

6 令和２年７月３日から４日の熊本県を中心とした豪雨について 熊本地方気象台　観測予報管理官 篠﨑　 覚氏

7 農業用ため池における防災・減災対策 九州農政局　農村振興部 防災課　課長 吉武 弘之氏

8 熊本県の災害対応について
～「逃げ遅れゼロ」の実現を目指して～ 熊本県　知事公室　危機管理防災課　危機管理防災企画監 三家本 勝志氏

25
日
㈭

10 令和2年7月球磨川水害の実態と課題について
協力：熊本大学

熊本大学　特任教授 大本 照憲氏

11 「熊本地震の経験を活かした災害対策の取組について」熊本市 上下水道局　計画調整課　技術主幹兼主査 神﨑 陽介氏

12 球磨川周辺の構造物被害 ～構造物の損傷、破壊メカニズム～
協力：熊本大学

熊本大学　教授 松村 政秀氏

13 九州における流域治水について 国土交通省九州地方整備局　河川部 河川計画 課長 山上 直人氏

14 「熊本城～熊本地震からの復旧と取組」 熊本市 文化市民局　熊本城総合事務所　副所長 濱田 清美氏

15
地盤品質判定士の『ブラタクチ』
地盤品質判定士とご自分の住む宅地をぶらりと歩いて観察してみませんか？
協力：(一社）地盤品質判定士会

（一社）地盤品質判定士会　総務・企画委員長 奈須 徹夫氏

16 防災・減災力向上と脱炭素化を両立させる、
熊本市の地域エネルギー事業について

スマートエナジー熊本㈱　代表取締役
JFEエンジニアリング㈱　電力ビジネス事業部
熊本プロジェクトマネージャー

横尾 　将氏

17 「強靱な企業」を目指すためのBCP策定セミナー
～未曽有の危機に強い企業作りに向けた第一歩～

MS&AD インターリスク総研㈱
リスクマネジメント第４部　事業継続マネジメント
第一グループ 上席コンサルタント

矢野 喬士氏

講演会

テーマ 企業・団体名

25
日
㈭

B
11 CCC�工法（硬質地盤・地中連続壁の構築） 太洋基礎工業㈱

12 鋼矢板やＨ鋼杭などの土留材を安心して引抜くことを可能にした�オンリーワン工法［GEOTETS（ジオテツ）工法］
協同組合Masters 
GEOTETS（ジオテツ）工法研究会

A

13 法面処理・地盤改良工事のi-CT先進技術の紹介 ライト工業㈱　九州統括支店

14 エポコラムTaf工法の震災復興事業への適用と�新管理装置【『epo-Live』システム】について エポコラム協会　九州支部

15 デジタルで創る、超スマート土木のかたち ㈱AKT ConsTec

16 Y-Navi　杭芯位置誘導システム�機械メーカーが提案するＩＣＴ地盤改良工 ㈱ワイビーエム

B：設計・施工　A：生産性向上を促す i-Construction関連フェア

テーマ 企業・団体名

24
日
㈬

H 1 約１分で組み立てられるダンボールベッド「ひらいてポン」のご紹介 ㈱KEiKAコーポレーション

I
2 ①防災・減災に役立つcmapアプリ　②ハザード情報レポートの提供 あいおいニッセイ同和損害保険㈱

3 緊急時こそ安心する声を伝えたい 芝浦電子工業㈱

D

4 急勾配法面の安定性を高める「RBPウォール工法」 RBPウォール工法協会

5 エアー造形技術の利点を生かした多分野への利用可能性について ㈱ワン・ステップ

6 ジャストイン大容量水中ポンプ及び組立式水路について ㈱クリエイター

7 超大型カルバートをプレキャスト化�
～PC技術を応用、スーパーワイドボックスカルバート 昭和コンクリート工業㈱

C
8 けい酸塩系表面含侵材「RCガーデックス土木用」 日本躯体処理㈱

9 錆転換型防食塗装「アースコート防錆-塗装システム」 三重塗料㈱

H：避難・備蓄・火災・救助対策　I：BCP・IT-BCP　D：防災・災害対応・安全対策　C：維持管理・予防保全・環境（リサイクル）

出展者ワークショップ

以下の講演会動画をホームページで公開させていただいております。
・NO1��　令和２年７月豪雨災害の概要と未来型復興に向けて 人吉市 市長　松岡 隼人 氏
・NO13　九州における流域治水について� 国土交通省九州地方整備局 河川部 河川計画課 課長　山上 直人 氏



〈次回開催予定〉

2022.11/9水・10木
グランメッセ熊本

会期

会場

2020年11月撮影

2020年9月撮影
国道219号 球磨村

後援

写真提供：国土交通省
九州地方整備局

国土交通省九州地方整備局、農林水産省九州農政局、経済産業省九州経済産業局、福岡県、佐賀県、長崎県、大分県、宮崎県、鹿児島県、熊本県市長会、熊本県町村会、日本赤十字社熊本県支部、熊本大学、（一社）九州経済連合会、（一社）日本建設業連合会九州
支部、（一社）日本道路建設業協会九州支部、九州建設業協会、（一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会九州支部、（一社）日本橋梁建設協会九州事務所、（一社）全国特定法面保護協会九州地方支部、（一社）九州建設技術管理協会、（一社）九州地方計画
協会、（一社）九州地域づくり協会、（一社）建設コンサルタンツ協会九州支部、（一社）日本埋立浚渫協会九州支部、（一社）全日本建設技術協会九州地区連合会、（一社）日本建設機械施工協会九州支部、（一社）日本免震構造協会、（一社）全国測量設計業協会連合
会九州地区協議会、（特非）九州コンクリート製品協会、（一社）熊本県建設業協会、全国消防長会、（一財）日本防火・危機管理促進協会、（公社）全国防災協会、（公財）日本消防協会、（一社）日本消防ポンプ協会、（公社）土木学会西部支部、（公社）地盤工学会九州
支部、（一社）日本建築学会九州支部、（公社）日本技術士会九州本部、（一財）日本建築防災協会、（一社）斜面防災対策技術協会九州支部、（公社）日本コンクリート工学会九州支部、（一社）九州橋梁・構造工学研究会、（公社）日本地理学会、（公社）日本地震学会、

（公社）日本地震工学会、（公社）日本地すべり学会九州支部、日本自然災害学会、（一社）日本応用地質学会九州支部、（公社）日本気象学会九州支部、（一社）地盤品質判定士会、（公社）熊本県トラック協会、熊本日日新聞社、NHK 熊本放送局、熊本放送、テレビ熊
本、熊本県民テレビ、熊本朝日放送、（株）九建日報社、（一財）建設物価調査会九州支部、（株）日刊建設工業新聞社九州支社、（一社）大学コンソーシアム熊本、（株）肥後銀行、（一社）レジリエンスジャパン推進協議会　（順不同）

開催委員会 副委員長 （熊本市長）

大西　一史
開催委員会 委員長（熊本県知事）

蒲島　郁夫

『令和2年7月豪雨災害の概要と未来型復興に向けて』

『令和2年7月豪雨（球磨川等）のTEC-FORCE隊員の取組』

『九州における流域治水について』

『熊本城～熊本地震からの復旧と取組』

『令和2年7月豪雨災害の概要と未来型復興に向けて』

『令和2年7月豪雨（球磨川等）のTEC-FORCE隊員の取組』

『九州における流域治水について』

『熊本城～熊本地震からの復旧と取組』

講師：人吉市  市長

講師：国土交通省  九州地方整備局  総括防災調整官

講師：国土交通省  九州地方整備局  河川部  河川計画課  課長

講師：熊本市  文化市民局  熊本城総合事務所  副所長

講師：人吉市  市長

講師：国土交通省  九州地方整備局  総括防災調整官

講師：国土交通省  九州地方整備局  河川部  河川計画課  課長

講師：熊本市  文化市民局  熊本城総合事務所  副所長

松 岡  隼 人 氏

吉 村  俊 一 氏

山 上  直 人 氏

濱 田  清 美 氏

松 岡  隼 人 氏

吉 村  俊 一 氏

山 上  直 人 氏

濱 田  清 美 氏

24㊌24㊌

25㊍25㊍

CPD／CPDS
単位認定も行います

九州地区最大級の建設・防
災展示会を熊本で開催！

豪雨災害・治水などをテー
マに、

防災講演会など多数開講！
九州地区最大級の建設・防

災展示会を熊本で開催！
豪雨災害・治水などをテー

マに、

防災講演会など多数開講！
ご
来
場
く
だ
さ
い

是
非
、

（一部抜粋）

詳細はホームページをご覧ください。
https://www.s-kumamoto.jp/

入場
無料
（登録制）

（公式ホームページ）

2020年11月撮影

2020年9月撮影
国道219号 球磨村

写真提供：国土交通省
九州地方整備局

開催委員会 副委員長 （熊本市長）

大西　一史
開催委員会 委員長（熊本県知事）

蒲島　郁夫

九州地区最大級の
建設・防災展展示

後援

国土交通省九州地方整備局、農林水産省九州農政局、経済産業省九州経済産業局、福岡県、佐賀県、長崎県、大分県、宮崎県、鹿児島県、熊本県市長会、熊本県町村会、日本赤十字社熊本県支部、熊本大学、（一社）九州経済連合会、（一社）日本建設業連合会九州支部、（一社）
日本道路建設業協会九州支部、九州建設業協会、（一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会九州支部、（一社）日本橋梁建設協会九州事務所、（一社）全国特定法面保護協会九州地方支部、（一社）九州建設技術管理協会、（一社）九州地方計画協会、（一社）九州地域づくり協会、
（一社）建設コンサルタンツ協会九州支部、（一社）日本埋立浚渫協会九州支部、（一社）全日本建設技術協会九州地区連合会、（一社）日本建設機械施工協会九州支部、（一社）日本免震構造協会、（一社）全国測量設計業協会連合会九州地区協議会、（特非）九州コンクリート製品協会、
（一社）熊本県建設業協会、全国消防長会、（一財）日本防火・危機管理促進協会、（公社）全国防災協会、（公財）日本消防協会、（一社）日本消防ポンプ協会、（公社）土木学会西部支部、（公社）地盤工学会九州支部、（一社）日本建築学会九州支部、（公社）日本技術士会九州本部、（一財）
日本建築防災協会、（一社）斜面防災対策技術協会九州支部、（公社）日本コンクリート工学会九州支部、（一社）九州橋梁・構造工学研究会、（公社）日本地理学会、（公社）日本地震学会、（公社）日本地震工学会、（公社）日本地すべり学会九州支部、日本自然災害学会、（一社）
日本応用地質学会九州支部、（公社）日本気象学会九州支部、（一社）地盤品質判定士会、（公社）熊本県トラック協会、熊本日日新聞社、NHK熊本放送局、熊本放送、テレビ熊本、熊本県民テレビ、熊本朝日放送、（株）九建日報社、（一財）建設物価調査会九州支部、（株）
日刊建設工業新聞社九州支社、（一社）大学コンソーシアム熊本、（株）肥後銀行、（一社）レジリエンスジャパン推進協議会　（順不同）

公式ホームページはこちら▶

2020年11月撮影

242420212021 2525

20212021

20212021

ガイドブック

指定管理者　熊本産業文化振興株式会社

写真提供：国土交通省
九州地方整備局

2020年9月撮影
国道219号 球磨村

写真提供：
くま川鉄道株式会社

写真提供：
熊本高等専門学校

企画展示・併催行事 ※車両・装備品の展示については、変更、中止する場合がございます。

3 12:50～14:20�
セミナー会場２

災害に強い社会を実現する土木研究所新技術
�

協力：国立研究開発法人　土木研究所

水害対応ヒヤリ・ハット事例集（地方自治体編）
（国研）土木研究所 ICHARM　主任研究員� 大原�美保氏
地すべり災害対応のBIM/CIMモデル
既設アンカー緊張力モニタリングシステム（Aki-Mos）
大変位対応型孔内傾斜計（国研）土木研究所�土砂管理研究グループ�地すべりチーム�上席研究員

�

杉本�宏之氏

2 10:45～11:45�
セミナー会場２

自衛隊の災害派遣活動について� 協力：陸上自衛隊
自衛隊熊本地方協力本部　本部長�

𣘺𣘺本 賦氏

4 13:00～14:00�
セミナー会場１

令和２年７月豪雨（球磨川等）のTEC-FORCE隊員の取組
国土交通省九州地方整備局　総括防災調整官� 吉村�俊一氏

6 14:20～15:20�
セミナー会場１

令和２年７月３日から４日の熊本県を中心とした豪雨について
熊本地方気象台　観測予報管理官�

篠﨑�覚氏
7 15:00～16:00�

セミナー会場２
農業用ため池における防災・減災対策
九州農政局　農村振興部�防災課　課長� 吉武�弘之氏
8 15:40～16:40�

セミナー会場１
熊本県の災害対応について～「逃げ遅れゼロ」の実現を目指して～
熊本県　知事公室　危機管理防災課　危機管理防災企画監�三家本�勝志氏

16 14:30～15:30�
セミナー会場２

防災・減災力向上と脱炭素化を両立させる、
熊本市の地域エネルギー事業について
スマートエナジー熊本株式会社　代表取締役
JFEエンジニアリング株式会社　電力ビジネス事業部�熊本プロジェクトマネージャー

�

横尾�将氏

5 13:15～14:45�
中会議室

過去の事例から学ぶBPCとそのポイント
�

協力：あいおいニッセイ同和損害保険㈱

MS＆ADインターリスク総研㈱�リスクマネジメント第４部
事業継続マネジメント第二グループ�コンサルタント� 額賀�大彬氏

1 10:30～11:30�
セミナー会場１

令和２年７月豪雨災害の概要と未来型復興に向けて
人吉市　市長�

松岡�隼人氏
10 10:20～11:10�

セミナー会場１
令和2年7月球磨川水害の実態と課題について�協力：熊本大学

熊本大学　特任教授�
大本�照憲氏

12 11:30～12:20�
セミナー会場１

球磨川周辺の構造物被害～構造物の損傷、破壊メカニズム～� 協力：熊本大学
熊本大学　教授�

松村�政秀氏

15 14:20～15:30�
セミナー会場１

地盤品質判定士の『ブラタクチ』
地盤品質判定士とご自分の住む宅地をぶらりと歩いて観察してみませんか？�協力：(一社）地盤品質判定士会

（一社）地盤品質判定士会　総務・企画委員長� 奈須�徹夫氏

11 11:00～12:00�
セミナー会場２

「熊本地震の経験を活かした災害対策の取組について」
熊本市�上下水道局　計画調整課　技術主幹兼主査� 神﨑�陽介氏

13 13:00～14:00�
セミナー会場１

九州における流域治水について国土交通省九州地方整備局　河川部�河川計画�課長� 山上�直人氏

14 13:15～14:15�
セミナー会場２

「熊本城～熊本地震からの復旧と取組」
熊本市�文化市民局　熊本城総合事務所　副所長� 濱田�清美氏

時間

テーマ

企業・団体名

H1 10:30~ 約１分で組み立てられるダンボールベッド「ひらいてポン」のご紹介 ㈱KEiKAコーポレーション

I 2 11:00~ ①防災・減災に役立つcmapアプリ　②ハザード情報レポートの提供 あいおいニッセイ同和損害保険㈱

I 3 11:30~ 緊急時こそ安心する声を伝えたい

芝浦電子工業㈱

D4 13:00~ 急勾配法面の安定性を高める「RBPウォール工法」
RBPウォール工法協会

D5 13:30~ エアー造形技術の利点を生かした多分野への利用可能性について ㈱ワン・ステップ

D6 14:00~ ジャストイン大容量水中ポンプ及び組立式水路について ㈱クリエイター

D7 14:30~ 超大型カルバートをプレキャスト化
～PC技術を応用、スーパーワイドボックスカルバート 昭和コンクリート工業㈱

C8 15:00~ けい酸塩系表面含侵材「RCガーデックス土木用」
日本躯体処理㈱

C9 15:30~ 錆転換型防食塗装「アースコート防錆-塗装システム」
三重塗料㈱

時間

テーマ

企業・団体名

B11 11:00~ CCC�工法（硬質地盤・地中連続壁の構築）
太洋基礎工業㈱

B12 11:30~ 鋼矢板やＨ鋼杭などの土留材を安心して引抜くことを可能にした

オンリーワン工法［GEOTETS（ジオテツ）工法］ 協同組合Masters GEOTETS（ジオテツ）工法研究会

A13 13:00~ 法面処理・地盤改良工事のi-CT先進技術の紹介
ライト工業㈱　九州統括支店

A14 13:30~ エポコラムTaf工法の震災復興事業への適用と
新管理装置【『epo-Live』システム】について エポコラム協会　九州支部

A15 14:00~ デジタルで創る、超スマート土木のかたち
㈱AKT ConsTec

A16 14:30~ Y-Navi　杭芯位置誘導システム�
機械メーカーが提案するＩＣＴ地盤改良工

㈱ワイビーエム

出展者ワークショップ ※ワークショップは、聴講整理券の発行はありません。会場へ直接お越し下さい。受付にて名刺をご提出していただく場合がございます。

B� �設計・施工　A� �生産性向上を促す�i-Construction 関連フェア

講演会プログラム事前申込制／聴講無料
木木

25
■開講時間が重複する講演会を同時にお申し込みする事はご遠慮下さい。（また、講演中の途中退席はお控え下さい。） 

■セミナーの講師／テーマ／会場については、予告なく変更、中止する場合がございます。 

■聴講整理券をお持ちでない方も、席に余裕がありましたらご聴講いただけます。当日名刺をお持ちください。

■聴講申込みはホームページよりお願い致します。　https://www.s-kumamoto.jp/

講演会プログラム事前申込制／聴講無料
水水

24
■開講時間が重複する講演会を同時にお申し込みする事はご遠慮下さい。（また、講演中の途中退席はお控え下さい。） 

■セミナーの講師／テーマ／会場については、予告なく変更、中止する場合がございます。 

■聴講整理券をお持ちでない方も、席に余裕がありましたらご聴講いただけます。当日名刺をお持ちください。

■聴講申込みはホームページよりお願い致します。　https://www.s-kumamoto.jp/

協力 : 熊本県 G10

協力 : 熊本市 G09・S12

協力 : 肥後銀行 S11

移動ATM【ハモニカー】の展示
燃料電池車両FCVの展示

電気自動車と電気バス

協力 : 日本赤十字社熊本県支部 G06

特殊医療救護車両などの展示

●CPD・CPDS単位認定受講証明をお渡しします。単位数・ユニット数・交付時間・
交付場所はホームページをご覧く
ださい。

●地盤品質判定士による住宅地盤無料相談会
地盤無料判定士が、住宅地盤に関してお困り事やお困りの解決に向け、無料

で相談対応させていただきます

（一社）地盤品質判定士会　H05

●九州地方整備局の　災害対応についての　パネル展示 国土交通省九州地方整備局 M08

協力 : 陸上自衛隊 G13・S13

自衛隊の特殊車両・災害救助装備品などの展示

協力：トヨタL&F熊本㈱ K08

自動運転タイプ�フォークリフトの展示・実演

「新型コロナウイルス感染症対策についてご協力をお願いします」

熊本県及び（一社）日本展示会協会の「展示会業界におけるCOVID-19

感染拡大予防ガイドライン」に則った感染対策を行います。
１．来場当日37.5度以上の発熱、体調不良の方はご来場をお控えください。

２．全ての参加者は、ご来場に際しマスク着用をお願いします。

３．入場に際しては手指の消毒にご協力をお願いします。

４．サーモカメラによる体温測定を実施し、37.5度以上の場合は入場をお断り

する場合が有ります。５．会場は可能な限り扉を解放し、空調設備による常時換気を行います。

出展者ワークショップ ※ワークショップは、聴講整理券の発行はありません。会場へ直接お越し下さい。受付にて名刺をご提出していただく場合がございます。

H� �避難・備蓄・火災・救助対策　I�� �BCP・IT-BCP　D� �防災・災害対応 •安全対策　C� �維持管理・予防保全・環境（リサイクル）

新型コロナウイルス感染症対策を 
熊本県及び（一社）日本展示会
協 会 の「 展 示 会 業 界 に お け る
COVID-19感染拡大予防ガイド
ライン」に則り行いました。

公式ホームページ
ホームページを開設。出展者情報や講演会、ワークショップなどの情報
を掲載。事前来場登録や聴講申込みの受付も行いました。

ポスター、開催案内リーフレット、封筒、
ガイドブックの作成配布

B２ポスター、開催案内リーフレット、開催案内リーフレット送付用封筒
を作成しました。
また、出展者の情報、出展製品の情報・見どころを掲載したガイドブッ
クを作成し、来場者に配布しました。
ガイドブックはホームページからもダウンロードができます。

交通広告

B2ポスター

講演会動画公開ホルダートップ画面
NO,1とNO,13の講演会動画をホームページで公開しております。

九建日報　11月19日発刊

環境新聞　11月17日発刊

車内窓吊りB3ポスター電停看板A1ポスター

西日本新聞　11月19日朝刊 
11月24日夕刊

ガイドブック開催案内リーフレット

洋０封筒

熊本市電主要駅にA1ポスターを、
車内窓吊り広告にB3ポスターを
掲出しました。

新聞広告及び特集記事
地域に密着する一般紙、専門誌に広告を掲出しました。

広報・動員活動

ダイレクトメールの送付（約8,000件）、
メールマガジンの配信

主な取材メディア
テレビ局
NHK熊本放送局、TKUテレビ熊本、RKK熊本放送、KKTくまも
と県民テレビ、KAB熊本朝日放送（順不同）

新聞・雑誌など
熊本日日新聞、朝日新聞、毎日新聞、日本経済新聞、環境新聞、西日
本新聞、産業新聞、九建日報、鉄鋼新聞、くまもと経済（順不同）


